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集落営農活性化の一環として 
竜王町山中で自然薯の実地研修会を開催しました！ 

 
竜王町山中では、昨年度から集落営農活性化の一環として、女性部を中心に自然薯の栽培を

行っています。そこで、６月６日に当課職員が講師となり９名を対象に研修会を開催しました。 

 

山中では２年前に集落営農組織の中に女性部を立ち上げました。これまでに、部の活動として

サツマイモなどを作付けし、地域のイベントなどで振舞ってきましたが、昨年度からは商品性のあ

る作物の生産を目的として、自然薯栽培に取り組み始めました。 

しかし、栽培を開始した昨年度は、栽培知識が不足していたため、商品性のある自然薯がほと

んど収穫できませんでした。 

そこで、原因分析のために聞き取りを行った結果、植え付け方法に問題があると考えられたの

で、植え付け方法の習得を中心とした研修会を開催しました。研修会では、クレバーパイプの設

置注意点、種芋の置き方や目印棒を立てること、施肥と覆土に関することなど、自然薯栽培にお

ける基礎的な栽培技術について学んでいただきました。 

今後、上記の取組が女性部を中心とした集落営農活性化の一助となるように引き続き収穫ま

で支援していきます。 

 

 

女性部員への概要説明                 植え付け実地研修会 

発信年月日：令和 7年(2025年)6月２５日 

所 属 名：東近江農産普及課 

番 号：D25009 

発 信 者 名：田中（義）、井上 


